
（１） 主題名　友だちを信頼する　〔小学校高２―（３）〕

（２） ねらい　互いに理解し合って，真の友情を育てていこうとする心情を育てる。

（３） 資料名　「手の中のダイヤモンド」（出典：明日をめざして６年　東京書籍）

　

（４） 学習指導過程

学 習 活 動      主な発問と児童の心の動き 留 意 点     

導

入

 
 
 

 

１　「友だち」と

いう言葉から思

い浮かぶことを

発表する。

○「友だち」という言葉からどんなことが思

い浮かびますか。

・よく遊ぶ

・いっしょにいて楽しい

・何でも相談できる

○イメージマップと

いう様式でワーク

シートに記入させ

る。

展

開
 

 
 

 

２　資料を読んで

心に強く残った

ところを書き写

す。

３　心に残ったと

ころについて話

し合う。

４　「友だち」に

ついて思うこと

を書く。

　

○心に強く残ったところはどこですか。

・人をにくんだりすることで，自分までいじ

めてはいけないね

・人から気に入られようとする生き方をす

る必要はないんだ

・ダイヤモンドは君の手の中にある

○「人をにくんだりすることで，自分までい

じめてはいけないね」のところで，どんな

ことを思いましたか。

・人をにくむといやな気持ちになる

・人をにくんでいると暗い気持ちになる

◎「ダイヤモンドは君の手の中にある」とは，

どんなことをいっているのでしょう。

・わかり合える友だちは身近にいる

・自分にとって大切な友だちはすぐそばに

いる

・信頼できる友だちはきっと見つかる

○「友だち」という言葉からどんなことが思

い浮かびますか。

・ 自分のことを心配してくれる

・ はげましてくれる

・ 大切な人

・ 信じることが大切

○心に強く残ったと

ころをゆっくりと

ワークシートに書

き写しながら，思

いを深めさせる。

　発表の際には理由

を述べさせる。

○いくつかを取り上

げて話し合う。

○感じたことを自由

に発表させ，友だ

ちについて思って

いることを自由に

語り合えるように

する。

○「ダイヤモンドは

…」というところ

を書く児童が多い

と予想される。

○友情は，自分自身

の心の持ち方にか

かっていることに

気付かせる。

○友だちについて膨

らんだ思いを赤ペ

ンで囲んだり書き

加えたりさせる。

終

末

 
 
 

 

５　絵本の読み聞

かせを聞く。

○絵本「ともだち」を読みます。今日学習し

たことを考えながら聞いてください。

・友だちっていいもんだ

・自分にもこんな友だちがいる

○ゆっくりしみじみ

と読み聞かせる。

 

資料の概要

　詩の形式をとった資料である。前段は家族や友だちに親切にされた時に感じる優しい気持

ち，中段は友だちに裏切られた時の憎しみについて語り，最後に，自分の心のあり方で本当

にわかり合える友だちが見つかると語っている。資料を通して，信頼することが人間関係の

基礎であり，友情を育むもとになることに気付かせていきたい。



実践報告にみる留意事項

１　資料・題材について

　６年生になると思春期にさしかかり，友

だち関係も複雑になってくる。信頼と友情

に裏付けされた人間関係を築くことは，こ

の時期の児童が心穏やかな生活をおくるた

めには大切なことだと考える。詩の形式を

とった資料から，児童それぞれの感覚で友

だちについての思いを膨らませてほしい。

２　指導過程の工夫

　友だちについて思い浮かべることをイメ

ージマップに記入することで，自分自身の

友だちに対しての思いと向き合わせたいと

考えた。導入時にイメージマップに書いた

内容と，資料を読んで話し合った後で書き

加えたイメージマップとを比べてみると，

友だちについての思いが膨らんだり深まっ

たりしていることがわかる。終末では，「と

もだち」（出典：レイフ・クリスチャンソン

岩崎書店）の絵本を読み聞かせ，信頼でき

る友だちがいることがどんなに素晴らしい

ことなのか，心に余韻を残しながら学習を

終えた。

３　発問の工夫

　「心に強く残ったのはどこですか。」とい

う発問においてはたっぷり時間をとり，理

由付けをしながら発表させていった。その

展開の中から「ダイヤモンドは君の手の中

にあるとは，どんなことを言っているので

しょう」という主発問へ導いた。この発問

について考えることを通して，信頼できる

友だち関係を築くのは，自分自身の心の持

ち方にかかっているということに気付かせ

たいと考えた。

４　児童の反応

・人に無理に合わせるまでしんどい思いを

するのは，本当の友だちではない。

・ダイヤモンドのように価値があり，自分

にとって大切な人がそばにいるのはいい

なと思った。

・ダイヤモンドのような友だちは，いつか

きっと自分のそばに現れると思う。

　今まで漠然としか感じたことのなかった

友だちの存在について，改めて深く考える

ことができたようだ。友だちとのきずなは

自分自身がつくっていくものなのだと気付

く児童もいた。

５　授業後のフォローアップ

　友だちに対する思いとして発表したこと

を書き留めたイメージマップは，授業後，

教室に掲示している。日々学級の児童がこ

の掲示を見ながら，これからも友情を育ん

でいってほしいと願っている。

　　　　　　　　　　

（大野西小学校）


